
科目ナンバー   RMGT3574 

科目名   情報倫理  

担当教員   西田　亮介  

対象学年   2年,3年,4年   開講学期   前期  

曜日・時限   水１  

講義室   1205   単位区分   選,選必  

授業形態   講義   単位数   2 

科目大分類 専門科目  

科目中分類 専門展開  

科目小分類 専門・危機管理  

科目の位置付け（開発能力）

■ＤＰコード-学修のゴールを示すディプロマポリシーとの関連
  DP1-E [学識・専門技能]専門分野にかかる理論知と実践知を獲得し利用することができる。
  DP4-F[探求力・課題解決力]問を設定し又は論点を特定し、それに対する答・結論・判断を合
理的に導くために、論拠の収集と分析を体系的に行うとともに、オープンエンドな問題・課題
に答えるための方略をデザインし、検証し実行することができる。
  DP4-I[理解力・分析力]文章表現、数値データを適切に扱いつつ、情報の収集と取捨選択、分
析と加工を有効かつ円滑に行い、課題の解決につなげることができる。

■ＣＲコード-学修を通じて開発するマインドセット・ナレッジ・スキルを示すコモンルーブリ
ック（ＣＲ）との関連
 C1倫理的思考・社会認識ー10%
  E1学識と専門技能ー30％
  F1探求と論拠ー10%
  G1状況把握ー10%
  H1論理的思考ー20％
  I3情報分析ー20%       

教員の実務経験  

成績ターゲット区分 3発展期～4定着期   

科目概要・キーワード

■副題
AI等が遍在するような情報化社会についての理解を深めながら、社会科学の基礎知識を養う。
■授業の目的
①社会人として必要な基礎能力を高める。
②自己啓発力・能力開発力を高めるために、AI等が遍在するような情報化社会を理解、分析す
る能力の基礎を身につけ、将来の在り方を展望する。
③コミュニケーション能力を高める。

・授業を補完・代替するためオンライン授業を一部取り入れる場合があります。

■授業のポイント  
  AI等が偏在するような情報化社会の基礎知識を学ぶと共に、自ら主体的に考え、自主創造的
な問題意識と多角的な視野を持つ。  

授業の趣旨 ■AI等が遍在するような情報化社会における情報倫理とリテラシーを題材にグローバルな視点
で事象を多角的に考察する力を高める。知識・スキル・価値観・思考・学習の題材として、社
会科学の基礎知識を理解する。また、異文化との交流の重要性を認識するために、異文化との
交流を積極的かつ多面的に行う態度を身につける。社会学も含む社会科学的なデータの収集・

タイトル「2024年度危機管理学部(公開用)」、フォルダ「危機管理学部」
シラバスの詳細は以下となります。
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分析・解決に関する技能を習得する。

・AI等が遍在するような情報化社会における情報倫理とリテラシーの変化と現状を理解し、社
会科学的な観点から説明できる。（第1回～15回）
・AI等が遍在するような情報化社会における情報倫理とリテラシーのミクロとマクロ連関のメ
カニズムを具体的な事例で比較しながら、多面的に考察することができる。（第2回～15回）
・具体的な社会現象をとりあげ、それを用いて社会科学的な観点で考察できる。（第2回～15
回）
・AI等が遍在するような情報化社会における情報倫理とリテラシーについて、社会科学の研究
方法の観点から分析することができる。（第2回〜第14回）    

総合到達目標

■AI等が遍在するような情報化社会における情報倫理とリテラシーに関して基本的な知識を身
につけ、自分なりの考えを論理的に説明できるようになる。 
・特定の情報に対して、複数の情報源を確認することができる。
  
■AI等が遍在するような情報化社会における、情報倫理とリテラシーに関する知識を活用でき
るようにする。  
・レポートを書くときの資料の妥当性について、確認しながら採用できる。  

成績評価方法

■授業参加度（70％）:適用ルーブリックE1・I1
（評価の観点）その日のポイントについての課題を課す。
（フィードバックの方法）授業内かポータルで解説する。
■総括レポート1回（30％）:適用ルーブリックI1・I3
（評価の観点）総括レポートを課し、理解度を確認する。
（フィードバックの方法）講評を希望する学生に対応する。  

履修条件 特になし。初回出席必須。非合理的な理由での単位取得の交渉は一切受け付けない。  

履修上の注意点 特になし。毎回ノートPCやタブレットなどを持参すること。教科書は何らかの方法で学期の間
手元においておけるようにすること。  

授業内容 回 内容

1

①授業テーマ
　ガイダンス①ーー授業説明
②授業概要
　本授業の内容、目標、学習上の注意点、成績の評価方法などを説明する(A1、D1、
I1)。
③予習(120分)
　シラバスの内容をよく読み、授業計画や課題について確認する。
④復習(120分)
　シラバスの内容をよく読み、授業計画や課題について確認する。
※下記15回の授業計画については、履修者の事前知識や習熟度、領域比・人数などに応
じて最適化するために多少調整する場合がある。変更がある場合には授業内、あるいは
ポータルにて指示する。
　

2

①授業テーマ
　ガイダンス②ーーAIが遍在する社会における情報倫理とはなにか
②授業概要
　本授業の内容、目標、学習上の注意点、成績の評価方法などを説明する(A1、D1、
I1)。
③予習(120分)
　シラバスの内容をよく読み、授業計画や課題について確認する。
④復習(120分)
　シラバスの内容をよく読み、授業計画や課題について確認する。
※下記15回の授業計画については、履修者の事前知識や習熟度、領域比・人数などに応
じて最適化するために多少調整する場合がある。変更がある場合には授業内、あるいは
ポータルにて指示する。
　

3 ①授業テーマ
　教科書①
②授業概要
　教科書①第2章リサーチ(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
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④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

4

①授業テーマ
　教科書①
②授業概要
　教科書①第2章グループワーク(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

5

①授業テーマ
　教科書①
②授業概要
　教科書①第3章第4章リサーチ(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

6

①授業テーマ
　教科書①
②授業概要
　教科書①第3章第4章報告(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

7

①授業テーマ
　教科書①
②授業概要
　教科書①第5章第6章リサーチ(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

8

①授業テーマ
　教科書①
②授業概要
　教科書①第5章第6章報告(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

9

①授業テーマ
　教科書②
②授業概要
　教科書②第2章報告(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

10 ①授業テーマ
　教科書②
②授業概要
　教科書②第3章第4章リサーチ(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
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を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

11

①授業テーマ
　教科書②
②授業概要
　教科書②第3章第4章報告(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

12

①授業テーマ
　教科書②
②授業概要
　教科書②第5章第6章第7章リサーチ（A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

13

①授業テーマ
　教科書②
②授業概要
　教科書②第5章第6章第7章報告（A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

14

①授業テーマ
　最終課題のレビュー
②授業概要
　レポートのレビュー(A1、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

15

①授業テーマ
　総括と質疑
②授業概要
　今までの授業を振り返り、現代社会と日本戦後史の関係、見方等について自分の言葉
で検討できる(A1、A2、D1、I1)。
③予習(120分)
　授業で学ぶシラバスの内容を読み、講義内容に関する最近のニュースや新聞記事など
を把握する。
④復習(120分)
　前回の授業内容について復習するとともに、理解が不十分な箇所を復習する。

関連科目  

教科書 ①日本経済新聞社編，2018，『AI 2045』日本経済新聞社．
②谷脇康彦，2018，『サイバーセキュリティ』岩波書店．  

参考書・参考ＵＲＬ  

連絡先・オフィスアワー ■連絡先：ryosukenishida@gmail.com 
■オフィスアワー：都度、連絡のこと。  

研究比率 ■危機管理領域との対応
  災害マネジメント5％；パブリックセキュリティ85％；グローバルセキュリティ5％；情報セ
キュリティ5％
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■危機管理と法学とのバランス
  危機管理学95％：法学5％  
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